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パークＯツアーin 関西 2014

の第４戦である京都大会。途

中の豪雨地点を通り抜けて

いくと、爽やかな晴れ間が訪

れてきました。 

 

雨天での開催？ 
生徒を連れて和泉市を車で出て

亀岡運動公園に向かったのだが、途

中、京都に入るときに、視界がなく

なるほどの豪雨に遭遇。開催地の状

況を危ぶんでいましたが、現地は雨

も上がり、次第に晴天になってくる

というレースには絶好の日和とな

っていました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

南北の地区をどう渡るか。 
今回のテレインは、よくある球技

場を備えた運動公園で、コントロー

ル位置も特に注意をするところは

ありませんでした。 

しかし、コース自体を面白くした

のは、東西を走る道路と南北に流れ

る川の存在。これを陸橋やトンネル

を利用して、どのように横断するか

で、タイムが大きく左右されます。

道路の南側の歩道は、通行可能とさ

れていて、ここを有効に活用すると

いう手もあります。さて、みなさん

はどんなルートをとったのでしょ

うか。僕の⑦→⑧のルートは、球場

北側のトンネルを通り、道路南側の

歩道を通りって⑧の南側のトンネ

ルを通るものを選択しました。 

 

ＭＡが同着１位 
パークＯなのでタイムが拮抗す

るのはよくあることですが、ＭＡの

北くんと谷川くんが同タイムで１

位。３位となった松下くんも１秒差

という大接戦となっていました。 

リレーでも盛り上がり 
大会後は、お楽しみでスプリント

リレーも催されました。３人１組の

もので、走者もよく見えるので、リ

レーの醍醐味を味わうにはいい企

画でした。 
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